







その他のタイトル The Jizo-bon Festival of Takeno-cho,
Toyooka-shi, Hyogo (<Special Edition 2> The











1997 : p.4l)、 f滋賀県(補ーの地蔵盆)ではこのような性格(註=先祖供養)が明確に認められ




















上記の如く、竹野町は広い範囲を有しており、現在でも39地区 3から成る O 私 l人による調査

























大森1998: p.234)及び今回の開き取りから確認される O 従って、かつては、子ども集団 8も地蔵
盆の逮営に大きく関わっていたと云える O また、千1/J京では、かつて9は地蔵講が地蔵盆の主体で
あった。(竹野町史編纂委員会1991: p.405・後述)なお、鐙や太鼓をi鳴らす行列といった、地蔵
盆の ì~せられた部分の代わりとして、 8 月 23 日の夜、森本地区森本中学校で変装盆踊り大会が行わ
れるようになったと云われている O この変装盆踊り大会は、おおよそ1970年代に行われるように





的である O 今後、宿泊場所を調整の上、拝見したいと思っている O なお、大阪の地蔵盆では、












とに気づいた。長尾の論拠は、 f京の 1lT々 地蔵祭りあり o . • .?酉もりして遊べりJ(滝沢馬琴





















尼・弥陀大冗・光明真言七返了jレ。(林1997: p.243・読点及び・・・は林による o 非時は
食事の意)
これを見ると、庄屋の家の仏前で読経を行うことが記されており、「読経は、この家の先祖供養
として捉えることができるかもしれないJ(林1997: p.245) 0 少なくとも、江戸時代、現-竹野
町羽入では、地蔵祭が家を中心に行われたこと、先祖供養的高があったことは読み取れ、また、
子どもの遊びが記録されていないことも確認できる O これらの特徴は現在の竹野U'の地蔵盆と




どもが詑るというものがかつてはあった(竹野町史編纂委員会1991: p.410・大森1998: p.234) 0 
現地の人によると、そうした風習は廃れてしまったらしい。私も竹野地区を大分歩いたが、井
戸を見かけなかった。






























(服部2010: p.252) 0 近江の地蔵盆(江戸時代の呼称は地蔵会もしくは地蔵会式15)に関する江戸
時代の記録はほとんどなく(林1997: p.134)、近江の地蔵盆が京都より伝播してきたことは文献
では立証できない。近江と京都との関係16及び地蔵盆の類似性を考えると、京都からの伝播を想











かない間に大きく変質したことになる O 竹野町で変容したとする仮説は不自然であろう O 仮説
①は成立しない。
②はどうだろうか?地蔵盆の成立については、先行研究で諸説あるが、江戸時代以前からの












遊ぶこともない21 (ネIjl戸新聞社学芸部1971: pp.249---252・東京女子大学民俗調査思1972: p.97・
谷垣1973: pp.106へ-109・大森1998: pp.l99へ-201)0 但馬地方のうち、少なくとも竹野町ー竹野・須
谷の地蔵盆は先祖供養を昌的とした死者供養である O また、但馬地方全てではないにせよ、多
くの地区で地蔵盆の際、盆踊りが行われる(神戸新聞社学芸部1971: p.252・大谷大学民俗学研












活発に活動していたにも関わらず・竹野町史編纂委員会1991: p.222) 0 林は、竹Wl'/lJT史編纂委員



















3. その主体は家(東京女子大学民俗調査団1972: p.97) もしくは子ども集団・地蔵講・老人会















仏の家の人に限られていた訳ではない。竹田1993: p.385 .亀岡市史編さん委員会2008: p.123) 
亀i潟市では 5件、間部1]"では 1件の六地蔵めぐりが確認される(鵜飼2002: pp.198~200) 0 特に
広範囲から人々が参るは、曽我部の六地蔵めぐりであり、ここから他の六地蔵めぐりが成立し






p.l69・壷井・他2003: p.6l)点で、京都の六地蔵参(現・六地蔵めぐり 24)の模倣と考えられる O
新仏(あらほとけ・しんほとけ)は、仏典.1莫籍に無い言葉であり、ある意味定義の無い言葉
である O また、 f日帝辞書j .各種 f節f召集jにも無いため、江戸時代以降の言葉である25 1=j:J 
村元『広説仏教語大辞典jでは「あらたに死んだ人の霊jとあるのみである O 石田瑞麿 f例文
仏教語大辞典jでは「新精霊と同じJとあるので、これを引くと、「死後、はじめての盆にまつ




藤1住真1978: p.1l5) 0但し、伊藤i1住真は「新仏としての扱いは通常二、三年続く J(p.124) とも
述べている O 柳田1939: p.500は、「アラボン 新盆は其年の七月七日までに、亡くなった人の為
に祭るといふところもあるが、 多くは其墳を明らかにして居ないJとし、仏教民俗学会
『仏教民俗辞典jでは、「新仏(しんぼとけ)死んでから 1年ほどまでの:撃のこと o • . . Jと




る(高搭1981: p.14) 0 r水;塔婆J. r水田向jは f日本国語大辞典j .各種仏教辞典に記載がな














町史編纂委員会1991: p.405) 0その点では廻り地蔵の事例と見なすべきであろう O 京都でも交代








若干変容したためと考えられる O 郎ち、亀岡の地蔵盆からの影響と考えられる O なお、亀岡の
地蔵盆は江戸時代には地蔵祭もしくは地蔵会と呼ばれていた(亀岡市史編さん委員会1996: 
-93一










2003 : p.61は、亀山市曽我部町に関し、「地蔵盆 八月二十三日 O この日に水塔婆を持って六地











坂!ブヲ直頼 rIlJ城山季物語j (1674i~ミ干IJ) にも以下のようにある O
章子の業として、道のはた辻々の石仏をとりあつめて、地蔵と名付、顔白く色どり、花を
手折、供物をささげて、地蔵祭をなすなり o n続日本随筆大成別巻 民間風俗 年長行事j



























新仏供養 i 新仏供養 ア死者供養
水塔婆 i 水塔婆
家が主体






























場合、 6ヶ所ではないことである O しかし、これは但馬地方各地区には 6カ所も地蔵がないこ
と、 fll1ち六地蔵めぐりを設定したくともできなかったことを原因として生まれた相違と解釈で
きる O 亀i湾市ゴこケ知jでは、 8月24日に「送り盆と称し、ミパカ 39へ参り、六道地蔵にオハギを供
えるJ(亀岡市史編さん委員会2008: p.414)行事が行われている D これも六地蔵めぐりの変形で
あろう o 1可様に亀同市旭町では、 f美濃回以外は六地蔵を巡らない。杉や広保、八木町方面の地
蔵を巡るJ(亀岡市文化資料館1994: p.22) 0 京都府京丹後市弥栄i可では、「大正末期までは地蔵
巡りといい、老人が各寺院に祭られている地蔵尊を巡拝し、 . . . J(京都府峰山地方振興局
1989 : p.81) という、これも 16Jにこだわらない地蔵めぐりが8月23自に行われた。また、兵
庫県加古川市別府Il!Tでは、 f八月二十四自 ・・・新仏のある家は地蔵参りといって、海岸線に
沿った!柑近五ヶ所の地蔵に順次参詣し、仏の供養をする。J(別府IllJ誌編集委員会1971: p.754・










きたものを反映している可能性が大なのであるJ(新谷2003: p.85) とされる O
但}~~地方でも「新仏j という概念が多少は受容されていた。 8 月 13 日を中心とする設行事に於
いて、初盆の家が特別な事を行うことは但馬地方でも珍しいことではない(大谷大学民俗学研
究会1971: p.85) 0 竹野ITtJJi兵ではjihi談会主の1%号、[-初盆の家は地蔵尊にお菓子を供え、死者の供養
をするところもあるJ(竹野町史編纂委員会1991: p.408)が3年云々は記録されていない。さら
に竹野IUJでも「アラジョ栂uを作る地亙もある(竹野町史編纂委員会1991: p.391)が、これら
は主に須谷の円通寺(臨済宗)の極家である(竹野町史編纂委員会1991: p.9) 0 竹野!ITは荷墓iflj
をかなりの時期まで残した地域でもある o ITJ通寺内の墓はラントウパであり、これとは別に須





の報告による限り、新精霊棚を作る風習はない(大森1998: pp.189~229) 0 美方郡浜坂町-温泉
[18' (現・新温泉町)に関しても向様である(大谷大学民俗学研究会1971: pp.84~89) 。但馬全域
を対象とする谷垣1973: pp.87~90で、も新精霊棚を作る風習は記されていない。一方、亀同市で
は、新精霊棚を作る等、「新イムは普段とは異なった場所で、特別な祭場において、長期間にわた

















但馬地方の民俗を分析した谷垣1973: pp.106~ 109で、は、 i地蔵祭りJという節が立てられている O
さらに但馬地方南部に位置する兵庫県朝来市では、現在でも 8月22・23日に和田UJ地蔵祭が行わ












呼ばれるようになったと考えることが可能で、あろう O このことは竹野町では概して 8月23・24日
に盆踊りが行われることや田久日に於ける、盆小屋を24日まで維持し、仏を送ってから壊すとい






れる(東京女子大学民俗調査団1982: p.97) 0 当地でも 8月16日に仏送りが行われるが、明治の末




かれる「地蔵盆が終わると盆が終わるJ(林1997: p.75) という事例や大阪府能勢rlTの、 8月24日
を送り盆:と 1乎び、当日は r15EI朝に送ったソンジョサンがあの世に着く日であるJ(森1998: 
pp .l35~ 136) を紹介した。さらに今回見つかったのは、亀岡市で新仏の棚を地蔵盆の日まで残
しておく (宇野田2004: p.175)事例である O さらに「地蔵盆をウラボンとかアトボンと呼ぶと
ころが丹波・丹後にある O ・・・野田Jllly(註-:EJl'京都府与謝野野田川町) .大宮町(註一
現-京都府京丹後市大宮)には、初盆に当たり高灯策を新調するならわしがある O その高灯箆
は71ヨ盆に出され、 8月13自の朝から16日朝まで墓地に立てて毎夜点灯し、その後家に持ち帰っ
て23日まで門先に立てて置く。J(植木2009: p.361) これ以外にも、 8月24日を「ウラボンjと称
し、盆の終わりとする地域は多い(水口1984: p.134・宇野田2004・林2008: pp.116~ 117) 0 イ旦馬
地方に近い、兵庫県多紀郡(現・篠山市)丹南11古市では、地蔵盆に際し、盆踊りが行われる
が、その心意は rr盆が無事にすみましたj といって仏さんに感謝するものJ(神戸新聞社学芸







行われ、 I!Tでは逆に乱れ統一性の乏しいことが知られる O しかし氷見の地蔵祭は明治時代




する o 人々のお盆への心持もこの Bを境に急激に衰える O つまり精霊送りの観念が
強く入っており、「地蔵盆jと称、するも無理からぬ如く思える。(p.l7)
なお、地蔵盆:という言葉は『日葡辞書j .各種 f宣告用集j及び管見の及んだ中i主史料43になく、
江戸時代以 I~年の言葉である o i日本!童話大辞典jでは、 1904年の用例が挙がっている O 但し、林




























伊藤u住真1978I盆槻と無縁槻j大島建彦編 f年中行事j有精堂 p.1 13~ 130 
植木行宣2009r舞台芸能の伝統j岩田書i淀




















小林信子19751-子どもの生活と地域J日本生活学会 f生活学 第一flt，]ドメス出版pp.251~292 
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鈴木栄三1977r EI本ゴT=.I=jコ行事辞典j角)1書庖
高橋渉1981I京都の「六地蔵参りJr宮城学院女子大学研究論集，]55号 pp.1 ~20 
竹内泰・布野修司1999，-京都における地蔵の配置に関する考察Jr 日本建築学会計画系論文集j
520号 pp.263~270
竹田lf恋出11993 I廻り地蔵と iáiJ~番 J r1寸.r可族・先祖 竹田聴洲著作集 第八巻j図書刊行会
























月 I~部比呂美2010 r福井県小浜市西津地IRの地蔵盆Jr子ども集団と民俗社会j 岩田書院 pp.237~
275 *初IJjは2005
林英一1993r地縁ItJ祭記の様態 2J r近畿民俗JI131・132号 pp.37~54 


















薮田喜一郎19331六地蔵廻りについてJr京都j2巻2号 pp. 7 ~13 
UJ路輿造19921京都の盆行事Jr京都歴史資料館紀要j10号 pp.297~322 
吉川幸次郎1978r論語(上)j朝日新聞社
吉村亨19951レポート「京都の地蔵盆J(I)J r京都文化女子大学紀要j23号 pp.89~122 
渡浩一19831:jコi立地蔵説話概観Jr東洋大学大学院紀要j20号 pp.85~93 
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地方を離れると、かなり希薄になって行くことが示されてきた(田中1986: pp.118~ 119 .安達
























9 竹野町教育委員会2005: pp.29 ~ 30のネIjl}京に関する箇所では地蔵盆・地蔵請に言及がない。ゆ
えに「かつてはJという表現をとった。
10 浅野2010: p.102に掲載された1967年の地蔵盆プログラム(1芸jkllJ) は、，-8月231J 1 1寺おや
つ l 時半じゅづ屈し 21l寺おやつ 31寺金魚、すくい 51寺おやつ 71寺風船側り 241] /1二
前日時おゃっ 午後 11寺おやつ 3 [l寺おやつ 5時福引子供 61寺福引大人 71時風船割り j
とある O
11 詳しくは加藤1995参照。なお、加藤の引用する、 i司法の反対意見(於衆議院)を試みに引用




齢の未成年に酒の害が特にあるのか。J (pp.193~ 196) ・無論、酒税収入の路保の問題もあった
だろうし、酒造業からの要請もあっただろうから、これらの反対意見が当時の風潮そのもので
はないにしても、ある程度、当時の未成年飲酒の実態を読み取ることはできょう O なお、力IJi長
1995 : pp.204~206は、長年 i司法に反対していた貴族院が賛成に回ったのは徳川家達議長の尽力
ではないか、としている O 周知の通り、徳川家達は穂JlI16代田であるとともに、 1919年まで、
柳田i喜男の上司で、あった。
12 年中行事の項目と簡単な説明が竹野町史編纂委員会1990: pp.373 ~ 376に活字化。
13 利光1990: p.60・吉村1995: pp.117~ 118 
-103-
14 清水2010で、は、文献初出を f案内者J1662年刊行、地蔵祭の始まりを寛文年間(1661~ 1673) 
としたが、訂正するO
15 f米原町史 資料編Jr第四章 近世jには、当該の行事を地蔵会(式)と呼称、している文
書ーが 2 件収められている (pp.426~427 ・ pp.761 ~762) 0 後者は服部比呂美2010: p.274の指摘に
よる O なお、地蔵会という呼称は江戸時代の京都にも存在した。 r京都町触集成 第 4巻j宝






故、人多、舟多しJa益軒全集 第 7巻Jpp.141 ~ 143) とあり、近江と京との交流が盛んであ
ったことを記している O
17 京都の地蔵盆に於いて地蔵に化粧を施す事が必須という訳ではない。真矢2004: pp.82 ~ 83・
なお、化粧に関して、前稿の訂正を行う O 前稿では、六地蔵めぐりの対象となる 6体のうち、
I~I を基調とするのは伏見地蔵(大善寺) .鞍馬口地蔵(仁善寺) ・桂地蔵(地蔵寺)と述べた。
2011年8月22日に再度六地蔵めぐりに参加した結果、鞍馬口地蔵(上善寺)は白を基調とせず、


























類従・仮名草子編 9. pp.210 ~ 211) とあり、滝沢馬琴 f将旅漫録jには、「前には灯明挑灯を

















お 高橋1981: p.10は、京都の六地蔵めぐりを「非組織的な信仰jとしている O









集成並びに総合索引 2j p.1089) とある O 著者・千リHIに関しては不詳(前向p.48)0 京都書林を
版元としており、京都では季語として「地蔵銭jという言葉が使われていたことは雑認できる
が、この「地蔵銭Jが饗銭強要によるものかどうかは不明。
32 とはいっても、「京の町々地蔵祭りあり O 一町一組主年寄の家に幕を張り、地蔵菩薩を安置
-105-
し、 . r臨もりしてあそべり O ・・・年中町内のいひあはせもこのBにするといふJ(本文
で既に引用・滝沢馬琴 f務旅漫禄j日本随筆大成版第 l期第 1巻p.233) という記述から、大人
が準備する、IflTの行事であったと云える O
お 子どもに供物を分配することは行われている(亀岡市史編さん委員会1998: p.238・亀岡市行
事食研究会1990: p.47) 0 これが奏銭強要の名残の可能性はあるが、註29で述べた通り、子ども
による分配ではないので、可能性を指摘するに皆める O
34 井戸に関連して地蔵が記られることは他地域でも見られる O 服部比呂美2010: p.270・本稿で
問題とするのは升二戸の上の地裁に対し、地蔵盆行事が行われることである O
















使用は戦後に始まったとされている(亀i潟市史編さん委員会1998: p.237) 0 
:l9 亀i潟市土ヶ1:Ulは商墓指IJであり、ミパカ(第 1次墓)とラントウ(第2次墓)と呼ばれている O
盆の際、新仏は祖霊とは5]1Jに盆抑lに記られる(亀岡市史編さん委員会2008: p.414) 0 
40 京都で地蔵盆という名称、が定着した時期に関してはまだまだ検討すべき問題である O 江馬
















栃木県栃木市毘府IfJT萱場(島田1992) ・群馬県玉村IHT大字箱石(E8沼2009: pp.32~35) ・神奈
川県綾瀬市(林1995) ・新潟県村上市村上細工IIlT(天野1996: pp.116~ 117) ・富iJJ県氷見市
(橋本1987) ・石川県金沢市(金沢市教育委員会1997) ・福井県全般(斎藤1974: pp.152""' 
153) ・岐阜県関町(林1997: pp.231 ~ 232) 京都府:丹後IUT(京都府i峰山地方振興局1989: 
p.61) ・京都府蜂山i町(京都府i峰山地方振興局1989: p.16) ・兵庫県養父郡大屋町古谷(千葉
1990 : p.122) ・兵庫県多紀町市野々(出r:t1976 : p.308) ・兵庫県津名郡北淡mT(神戸新聞淡路
総局1983: p.137) ・香川県綾歌郡宇多津町a多津IIlTlHrmrnT(林1993: pp.43~45) ・長崎県長崎市
太田尾町.I司飯香浦町(長崎県教育委員会文化課1978: p.6)熊本県宇土市(熊本大学文学部総
合人間学科民俗学研究室2010) ・宮崎県宮崎市中村(鈴木1977: p.547) 0 将113J1970 : p.192は「全
国何れの地に行っても地蔵祭で通って居るJと述べているので、まだまだ調べれば、地蔵祭と
いう呼称は見つかるかと思う O
43 註23参照。
-107-
